
◇環境負荷の低減

無駄な自動車利用をせず合理的・経済的な移

動手段を選択する

◇自動車利用コストの低減

自動車を所有した場合に比べ、実際に自動車

を利用した時間分だけの負担で済む
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（３）共同利用の意義

自動車を複数の人（例えば地域住民）が，

シェアリングして利用する形態のこと

自動車の共同利用とは

共同利用の特徴
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（４）ＩＣＴ活用の意義

【活用イメージ】

○気軽にいつでも利用できる予約サービス

（スマホ等による予約システム）

○ＧＰＳや車両情報の無線通信による効率的な車両運用

（車両管理システム）

○他システムとの連携による新たなサービスの提供

（公共交通運行情報との連携等）

自動車の共同利用を，利用者にとって容易にし，

利便性の高いサービスにするために，情報通信

技術を活用した仕組みを構築すること

ＩＣＴ活用の意義



ⅢⅢⅢⅢ スマートスマートスマートスマート化化化化の進め方の進め方の進め方の進め方
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ⅢⅢⅢⅢ-1 取組取組取組取組の進め方の進め方の進め方の進め方

（１） 事業化の際に想定している利用形態のイメージ

主にオフピーク時（９時から１６時まで）の買物・通院・子供の送迎・ボ

ランティア・地域の見守りなどの近距離移動。通勤・通学目的は除く。

利用目的

地域団体やＮＰＯなどにおける小グループでの共同利用

利用方法

【想定される効果】

⑴高齢者や子育て世代の外出支援による地域経済の活性化

⑵ 公共交通機関の端末交通として活用することで、公共交通の

利便性向上

⑶ マイカー利用の抑制による環境負荷の低減

⑷ 買物支援などのボランティア活動による地域コミュニティの

活性化

⑸地域の見守り活動への活用による犯罪の起こりにくいまちづ

くりに貢献
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［平成２８年度以降]

地域団体等による共同利用の本格実施

（２） 事業展開イメージ

本格実施の判断本格実施の判断本格実施の判断本格実施の判断

平成２６年度 ～～～～超小型モビリティの有効性を検証超小型モビリティの有効性を検証超小型モビリティの有効性を検証超小型モビリティの有効性を検証～～～～

未だ十分知られていない超小型モビリティを住民に実際に利用してもらい

利用ニーズを分析するとともに，以下の検証を行う。

■ バス路線がなく、高齢者の移動手段の充実が課題である団地での有効性

■ マイカー依存が高く、子育て世代の移動手段拡充が課題である団地での有効性

■ 急勾配で狭隘な道路が密に存在する旧市街地での有効性

平成２７年度 ～～～～超小型モビリティの共同利用システムの社会定着の検証超小型モビリティの共同利用システムの社会定着の検証超小型モビリティの共同利用システムの社会定着の検証超小型モビリティの共同利用システムの社会定着の検証～～～～

前年度の結果をもとに、高いニーズと効果の想定される地区を対象

とした社会定着可能な小規模な共同利用システムの実証実験を行い、

以下を明らかにする。

○ 事業性（収支） ○ 想定される効果の検証 ○ 市販化の動向

○ 車両の改善点 ○ 導入の際に必要な公共の支援内容

ニーズの高い地区の絞り込みニーズの高い地区の絞り込みニーズの高い地区の絞り込みニーズの高い地区の絞り込み
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ⅢⅢⅢⅢ-2 今年度の実証実験今年度の実証実験今年度の実証実験今年度の実証実験のののの概要概要概要概要

（１）超小型モビリティ利用の有効性の検証超小型モビリティ利用の有効性の検証超小型モビリティ利用の有効性の検証超小型モビリティ利用の有効性の検証

■導入車両：日産自動車㈱ ニューモビリティコンセプト

■台数：５台

■対象地域：３地域（若葉台、下城ハイツ、伴東地区）

＜車両スペック＞

車両サイズ(mm)
長さ×幅×高さ

2340×1230×1450

最小回転半径 3.4m

乗車定員 前後二人乗り

最高速度 約80km/h

航続距離 約 100km

充電時間4時間
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若葉台：新しい団地

下城ハイツ：古い団地

伴東地区：旧来の市街地

開発年：S46

60歳以上が約6割

開発年：H17

60歳未満が97％

対象地域の場所

狭隘な道路が多い地区



18



19

■モニター募集について
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■駐車箇所等について

伴東集会所


